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記事内容

砂漠の研究を進める三菱重工は、無計画な緑化は
逆に砂漠化を進行させるとの試算結果を示した。無
理に散水して砂漠を牧草地にした場合、ほとんどの
水分が蒸発し他の地域に拡散してしまう。水収支を
計算すると、現状の１０倍以上のスピードで、地域か
ら水が奪われてしまうことが明らかとなった。植える
植物の種類や場所を検討することが砂漠緑化には必
要であるとした。

⇒計画的な緑化とは何なのか？？



砂漠化とは（定義）

アジェンダ２１（１９９２年）

砂漠化とは、乾燥地帯、半乾燥地帯、乾燥半湿潤
地帯における気候上の変動や人間活動を含む様々
な要素に起因する土地の劣化である



乾燥地帯はどこにあるのか？

出典：UNEP "World Atlas of Desetification"



砂漠化の現状①



砂漠化の現状②

砂漠化に直面している地域

→ アフリカ・アジア・オーストラリア・ヨーロッパ

北米 ・ 南米

アフリカ・アジアがもっともひどい

アフリカ：大陸のほぼ2/3が砂漠もしくは乾燥地

アジア：全世界の土地劣化の約３０％がアジアに存在



砂漠化の原因

人為的要因→貧困

人口増加

対外貿易条件の悪化（過耕作・過放牧）

気候的要因→絶対的な水不足

温暖化

干ばつ（平均降水量よりも少ないため、

植物や流水量などに影響を与える時期）

薪炭材の過剰な採取



砂漠化の影響

動植物の生息地の減少

生物多様性の低下

土壌劣化による食糧生産基盤への被害

輸入国の食料供給源の不安定化

塵芥（じんがい）の影響

水資源がなくなる

↓

環境面・人間社会、両面に影響がある

砂漠は地球の全陸地の1/3に達し、８億人以上の
生活を脅かしている！！



砂漠緑化とは？

＜砂漠緑化とは？＞

特に人類の活動が原因で作られた砂漠を緑化する
ことを言う

＜砂漠緑化の目的＞

砂漠化によって破壊された植生を復元し、砂漠化土
地の拡大を防止することである。最終的にはその場
所の自然環境で緑を維持する。



緑化技術

水利用

流出水や地下水の利用

流砂固定技術

防風・防砂林・植林

アグロフォレストリー



砂漠緑化の現状①
＜国際的対応＞

国連砂漠化会議

砂漠化防止行動計画が採択

砂漠化問題に関する国連レベルでの初めての会議

アジェンダ２１

１９９４年６月１７日、砂漠化対処条約発効

日本は１９９８年９月１１日に批准

＜日本による技術開発＞

栽培法の改良

納豆樹脂



砂漠緑化の現状②

＜現状＞

アジェンダ２１で砂漠化に対する対策を強化したも
のの、その後砂漠化は拡大した。

毎年６万ｋ㎡ずつのスピードで広がっている。

→砂漠化への日本の対策は？



日本の対応の問題点

＊先端技術に特化した日本の姿勢

地球環境保全関係予算砂漠化対策費用は地球
温暖化費用の１％にも満たない。

（研究費ばかりで直接的な対策には費やしていない）

＊政府と企業の連携がとれていない



解決策

先端技術から適正技術へ

↓

砂漠化の自然体系を考慮した技術開発のみ
でなく、地域住民の生活を考慮した技術開発
が今後求められてくるのではないか。

具体的に・・・

緑化を実行する土地の確保



環境白書では
第7章 第9節 1 地球環境保全等に関する国際協力等の推進

（２）開発途上地域の環境の保全
重点的に環境分野の政府開発援助（環境ODA）を引き続き実施します。

また、経済成長と環境保全を同時に達成した日本の経験や技術を生か
しつつ、途上国の環境分野における主体的な取組強化と対処能力向上
を促し、持続可能な開発を支援します。
温暖化対策、酸性雨対策、オゾン層保護対策、砂漠化対策、国際河川

流域環境管理、生物多様性保全、化学物質管理など、地球規模及び広
域的問題の解決に対して、積極的な貢献を行います。その際、ODAの活
用を進めるとともに、二国間協力と多国間協力の連携を強化し、環境モ
ニタリング及びアセスメントの成果を活用しながら、プロジェクト形成機能
の強化を図ります。
開発途上地域の持続可能な開発を政策、技術、資金面から支援するた

め、世界銀行、UNDP、UNEPなどの国際機関を通じた協力、OECD開
発援助委員会（DAC）、各途上国などのドナー会合などでの政策調整、
技術協力、資金協力等を通じて連携を進めます。



まとめ

砂漠化の進行により、国際的な取り組みが行なわ
れてきたものの現状は改善にはほど遠く、現在もな
お砂漠化は進行している。砂漠化を限られた地域
のみでの環境問題ととらえるのではなく、地球レベ
ルで解決すべき問題として視点を変えていくべきで
ある。技術開発に優れた日本には、今後、砂漠化地
域の住民の生活を考慮した適性技術の開発が求め
られるだろう。それが計画的な緑化と考える。
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